
一
回
限
り
の
財
産
税
は
一
二
年
度
の
税
収
不
足
に
あ
て
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
戦
時
補
償
債
務
や
国
債
の
償
却
に
あ
て
る
構
想
が

逆
に
財
産
税
物
納
財
産
引
当
て
の
交
付
公
債
の
発
行
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
戦
後
第
二
次
イ
ン
フ
レ
の
一
つ
の
因
を
な
し
た
。
ま
た
財
政
均

衡
方
針
も
終
戦
処
理
費
(
占
領
等
経
費
)
、
公
共
事
業
費
ハ
失
業
対
策
〉
、
価
格
差
補
給
金
の
増
大
ハ
価
格
安
定
資
金
は
つ
い
に
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
〉

で
、
そ
の
保
持
は
至
難
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
一
二
年
か
ら
急
速
に
増
大
し
た
司
令
部
の
細
目
指
示
に
よ
り
、
日
本
政
府
の
意
図
が
果
た

さ
れ
な
か
っ
た
例
証
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
既
刊
「
財
政
史
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
金
融
緊
急
措
置
や
三
・
三
物
価
体
系
関
係
資
料
は
、
「
財
政
史
」
第
一
七
巻
ゆ
「
資
料
」
編
に
お
さ
ま
り
き
ら
ず
、
後
日
の
公

刊
を
期
し
て
い
た
が
、
本
資
料
集
に
は
、
委
員
会
の
活
動
に
関
連
す
る
一
部
資
料
を
収
録
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
質
量
と
も
に
高
い
関
連
資

料
は
、
本
資
料
集
の
姉
妹
編
と
し
て
後
日
の
編
集
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
御
了
承
を
頂
き
た
い
。

最
後
に
、
本
資
料
集
の
編
集
の
一
部
を
立
命
館
大
学
の
伊
藤
正
直
助
教
授
に
援
助
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。
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ま
っ
た
。
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者
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成

氏太賀

田屋

正興

柳太

田田

正

孝

誠
二
郎

綾

小

路

護

O
裏

松

友

光

下

僚

康

麿

舟

橋

清

賢

水

谷

川

忠

、

麿

O
矢

吹

省

三

村

瀬

直

養

O
小
笠
原
三
九
郎
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任

期
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昭回
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20 

10 11 

13 
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ノ

備

考

元
大
蔵
大
臣
、
戦
犯
指
定
に
よ
り
辞
任

元
大
蔵
政
務
次
官
、
公
職
追
放
に
よ
り
辞
任

委
員
長
に
転
任

日
銀
副
総
裁

子
爵
子
爵
日
大
法
文
学
部
教
授
、
元
賞
勲
局
総
裁

子
爵
男
爵
男
爵
、
元
大
蔵
政
務
次
官

元
商
工
次
官
物
価
局
次
長
・
法
制
局
長
官

元
大
蔵
政
務
次
官
、
商
工
大
臣
就
任
に
よ
り
退
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学
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経
験
者
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委
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O
高

吉

O
武

助
田

豊

丹

秀

伯

O
中

伊

知

郎

O
野

哲

造

原

邦

道

山

室

宗

文

荒

木

光

太

郎

O
大

内

兵

衛

高

垣

寅

次

郎

永

田

清

石

川

一

郎

植

村

甲

午

郎

知
北
山
富
久
二
郎

高

田

保

馬

中

西

寅

雄

本

位

田

祥

男

森

本

厚

吉

諸

井

貫

一

湯

河

元

威

川

北

禎

一

鬼

頭

仁

三

郎

小

島

昌

太

郎

佐

々

木

直

田山波中井橋

大亀
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備

商
工
政
務
次
官
就
任
に
よ
り
退

元
大
蔵
参
与
官

元
大
蔵
政
務
次
官

前
大
蔵
政
務
次
官

h

、p

.，多
1

・
L

法
制
局
長
官
就
任
に
よ
り
退

前
大
蔵
参
与
官

元
大
蔵
参
与
官
・
大
蔵
政
務
次
官

大
蔵
政
務
次
官
就
任
に
よ
り
退

日
本
澱
粉
統
制
株
式
会
社
社
長

日
本
商
工
会
議
所
理
事
長

(
幻
・

5
・
2
a
商
工
大
臣
就
任
〉

毎
日
新
聞
社
取
締
役
編
集
局
長

興
銀
副
総
裁
、
大
蔵
省
O
B

日
銀
副
総
裁
、
総
裁
就
任
に
よ
り
退

東
洋
経
済
社
長
、
大
蔵
大
臣
就
任
に
よ
り
退

ダ
イ
ヤ
モ

γ
ド
社
社
長

帝
国
銀
行
頭
取
、
大
蔵
省
O
B

三
和
銀
行
頭
取

中
外
商
業
新
報
社
長

内
閣
副
書
記
官
長
就
任
に
よ
り
退
、
大
蔵
省
O
B

高
橋
経
済
研
究
所
長

安
田
保
善
社
常
務
理
事
、
元
海
軍
省
経
理
局
長

勧
銀
副
総
裁
、
大
蔵
省
O
B

朝
日
新
聞
社
参
与

東
京
商
大
教
授

住
友
銀
行
副
社
長
、
次
い
で
社
長

野
村
合
名
総
務
理
事
、
野
村
銀
行
社
長

三
菱
本
社
理
事
、
三
菱
信
託
社
長

(
m
-
m辞
)

東
大
教
授
、
次
で
日
本
商
工
会
議
所
専
務
理
事

日
銀
嘱
託
、
次
い
で
東
大
教
授
に
復
職

元

東

京

商

大

教

授

パ

東
大
教
授

化
学
工
業
統
制
会
会
長

石
炭
統
制
会
理
事
長
、
経
団
連
事
務
局
長

東
大
教
授

京
大
名
誉
教
授

前
中
央
物
価
統
制
協
力
会
議
常
務
理
事
、
の
ち
阪
大
教
授

繊
維
統
制
会
理
事
長
、
元
東
大
教
授

女
子
経
済
専
門
学
校
長

秩
父
セ
メ

γ
ト
常
務
理
事

元
農
商
次
官
、
東
京
都
次
長

(m
・
1
任〉

日
本
銀
行
総
務
部
長

東
京
商
大
教
授

京
大
教
授

日
本
銀
行
総
務
部
企
画
課
長

考
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考

知

治茂好
i一「
昭
20 

11 11 11 

6 
I I 
21 

" 8 

26 

日東共
本京同
銀商通
行大 i言
調教社
査授編
局集
長局
解
説
委
員

氏

成

構

在

任

間

備

期

名

山山根

本口津

米

" 

2 

理
事
名
簿

矢野田高小笠原裏入間野 新 氏

吹田村橋 松 木

省哲秀亀三友武栄

三造吉吉富光雄吉
名

2回1 
在

" " " 11 " " " . 9 . 
1 任

. 21 20 ー21 20 . . . . 
期

" " " 8 10 " 8 10 . . . . 
26 13 26 13 

間

中中武大木藤
氏

山村井内暮本

2郎丞2助大兵衛夫葉捨助 名

2問0 2回0 在. . 
11 11 11 11 11 10 . . 

27 19 任

21 20 21 . . . 期
" " 11 8 10 8 . . . 

26 31 26 
間

3 

部
会
別
名
簿

ハ
1
〉

昭
和
二

O
年
九
月
}
日
か
ら
一

O
月
d

一
九
日
ま
で

A 

設
置
決
定
〉

B 

部
会
ハ
イ

γ
フ

ν対
策
委
員
会
、
昭
却
・

9
・
1

部

会

長

矢

吹

省

三

部
会
委
員
新
木
栄
吉
、
石
橋
湛
山
、
真
松
友
光
、
小
笠
原
三
九
郎
、
木
暮
武
太
夫
、
高
橋
亀
吉
、
武
井
大
助
、
中
嶋
顕
園
次
、
中
山
伊
知
郎

部
会
ハ
統
制
の
解
除
に
関
す
る
小
委
員
会
、
昭
却
・

9
・

m
設
置
決
定
)

部

会

長

山

室

宗

文

部
会
委
員
阿
部
賢
一
、
石
山
賢
吉
、
小
汀
利
得
、
木
内
四
郎
、
下
僚
康
麿
、
丹
波
秀
伯
、
中
村
三
之
丞
、
西
川
貞
一
、
藤
本
捨
助
、
舟
橋
清

賢

部
会
(
通
貨
価
値
及
通
貨
制
度
対
策
、
昭

m
・
9
・
創
設
置
決
定
〉

部

会

長

中

村

三

之

丞

部
会
委
員
綾
小
路
護
、
荒
井
誠
一
郎
、
入
間
野
武
雄
、
岡
野
清
豪
、
高
橋
亀
吉
、
中
嶋
踊
国
次
、
中
山
伊
知
郎
、
由
谷
義
治

部
会
(
産
業
及
証
券
対
策
、
回
初
・

9
・
創
設
置
決
定
〉

部

会

長

木

暮

武

太

夫

部
会
委
員
阿
部
賢
一
、
石
山
賢
吉
、
田
中
豊
、
永
野
護
、
橋
橋
渡
、
原
邦
道
、
松
村
光
三
、
水
谷
川
忠
麿

C D 

部会別名簿

昭
和
二

O
年
一

O
月
一
九
日
か
ら
一
一
月
二
七
日
ま
で

第
一
部
会
(
通
貨
価
値
安
定
等
〉

部

会

長

矢

吹

省

三

主

査

高

橋

亀

吉

委
員
荒
井
誠
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
石
山
賢
吉
、
小
汀
利
得
、
木
内
四
郎
、
木
暮
武
太
夫
、
武
井
大
助
、
田
中
豊
、

護
、
原
邦
道
、
藤
本
捨
助
、
松
村
光
三
、
水
谷
川
忠
麿
、
柳
田
誠
二
郎
、
山
室
宗
文
、
由
谷
義
治

大
蔵
省
担
当
官
愛
知
挟
一
書
記
官
、
谷
村
裕
事
務
官

第
二
部
会
(
通
貨
制
度
〉

部

会

長

入

間

野

武

雄

田
村
秀
吉
、
永
野

ハ
2
〉

理事名簿・ 32 55 



中
山
伊
知
郎

裏
松
友
光
、
小
汀
利
得
、
木
暮
武
太
夫
、
田
中
豊
、
丹
波
秀
伯
、
中
村
三
之
丞
、
野
田
哲
造
、
舟
橋
清
賢
、
松
村
光
三
、
柳
田
誠

二
郎
、
山
室
宗
文

大
蔵
省
担
当
官
西
原
直
廉
書
記
官
、
賀
屋
正
雄
事
務
官

第
三
部
会
(
財
政
金
融
及
証
券
)

部

会

長

中

村

三

之

丞

主

査

武

井

大

助

委
員
阿
部
賢
一
、
綾
小
路
護
、
荒
井
誠
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
入
間
野
武
雄
、
岡
野
清
豪
、
木
内
四
郎
、
下
僚
康
麿
、
田
中
豊
、
田
村
秀

吉
、
中
嶋
蹴
圏
次
、
永
野
護
、
西
川
貞
一
、
野
田
哲
造
、
山
室
宗
文

大
蔵
省
担
当
官
平
田
敬
一
郎
書
記
官
、
谷
村
裕
事
務
官
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委主
(
3〉

財
政
部
会
部

会

長

主

査

委

員

員査
昭
和
二

O
年
一
一
月
二
七
日
か
ら
二
一
年
二
月
二
六
日
ま
で
，

中
村
三
之
丞

武
井
大
助

阿
部
賢
一
、
荒
井
誠
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
入
間
野
武
雄
、
官
民
松
友
光
、
大
内
兵
衛
、
岡
野
清
豪
、
木
内
四
郎
、
河
野
密
、
下
健
康

麿
、
田
中
畳
、
田
村
秀
吉
、
中
嶋
蹴
国
次
、
永
田
清
、
永
野
護
、
西
川
貞
一
、
野
田
哲
造
、
原
邦
道
、
船
田
中
、
星
島
二
郎
、
矢

吹
省
三
、
山
室
宗
文
、
湯
河
元
威

大
蔵
省
連
絡
官
愛
知
挟
一
書
記
官
、
大
平
正
芳
事
務
官

通
貨
部
会
部

会

長

主

査

委

員

入
間
野
武
雄

中
山
伊
知
郎

荒
井
誠
一
郎
、
荒
木
光
太
郎
、
・
大
内
兵
衛
、
小
汀
利
得
、
高
垣
寅
次
郎
、
高
田
保
馬
、
，
高
橋
亀
吉
、
田
中
畳
、
田
村
秀
吉
、
丹
波

秀
伯
、
中
嶋
閥
園
次
、
中
西
寅
雄
、
中
村
三
之
丞
、
永
野
設
、
野
田
哲
造
、
原
邦
道
、
舟
橋
滑
賢
、
松
村
光
三
、
山
室
宗
文

大
蔵
省
連
絡
官
西
原
直
廉
書
記
官
、
賀
屋
正
雄
事
務
官

物
価
部
会
部

会

長

主

査

委

員

大
内
兵
衛

高
橋
亀
吉
、
中
西
寅
雄

阿
部
賢
一
、
綾
小
路
護
、
荒
井
誠
一
郎
、
石
川
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
石
山
賢
吉
、
植
村
甲
午
郎
、
小
汀
利
得
、
木
内
四
郎
、
北
山

富
久
二
郎
、
河
野
密
、
高
田
保
馬
、
高
橋
守
平
、
武
井
大
助
、
田
中
豊
、
田
村
秀
吉
、
中
山
伊
知
郎
、
永
野
護
、
藤
本
捨
助
、
船

田
中
、
星
島
二
郎
、
本
位
田
祥
男
、
松
村
光
三
、
水
谷
川
忠
麿
、
村
瀬
直
養
、
森
本
厚
吉
、
諸
井
貫
一
、
山
室
宗
文
、
湯
河
元
威

大
蔵
省
連
絡
官
平
田
敬
一
郎
書
記
官
、
谷
村
裕
事
務
官

編
注
本
資
料
は
大
蔵
省
資
料
Z
六

O
四

i
ニ
八
、
ニ
九
所
収
資
料
に
よ
り
編
者
が
作
成
し
た
。
た
だ
し
、

1
の
備
考
欄
は
、
委
員
退
任
理
由
、
大
蔵
省
と
の
関
係
、
当

時
の
現
職
等
を
編
者
が
調
査
し
て
略
記
し
た
。
な
お
、
現
一
橋
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
商
科
大
学
は
、
昭
和
一
九
年
一

O
月
か
ら
二
二
年
三
月
ま
で
東
京
産
業
大

学
と
改
称
し
た
が
知
名
度
の
高
い
「
東
京
商
大
」
と
記
し
た
。
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